
わくわくワークショップ
第５回 図画工作科

「鑑賞からオリジナル文様へ ～もようから見つけて～」

R７ ７．25



ワークショップメニュー

2 題材について
○ 9：37～9：45

はじめに 本日の予定
○ 9：30～9：32

1 自己紹介（勤務校、経験年数、担当学年･･･など）

○ 9：32～9：37



ワークショップメニュー

3 いっしょにやってみましょう
○ 「鑑賞からオリジナル文様へ

～もようから見つけて～」
製作・鑑賞 9：45～10：25

★適当に休憩もしてください。

4 おわりに
〇 気が付いたことなどを共有 10：25～10：30



2 題材について

【図画工作科の目標】

表現及び鑑賞の活動を通して，造形的な見方・考
え方を働かせ，生活や社会の中の形や色などと豊か
に関わる資質・能力を次の通りに育成することを目指
す。



2 題材について

【図画工作科の目標】

（1）対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに，
材料や用具を使い，表し方を工夫して，創造的につくったり表したりすることができるようにする。

（2）造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，創造的に発想や構想をし
たり，作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

（3）つくりだす喜びを味わうとともに，感性を育み，楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養
い，豊かな情操を培う。



2 題材について

【図画工作科の目標】

表現及び鑑賞の活動を通して，造形的な見方・考
え方を働かせ，生活や社会の中の形や色などと豊か
に関わる資質・能力を次の通りに育成することを目指
す。



2 題材について

【鑑賞について】

図画工作科の学習は，児童が感じたことや想像したことなどを
造形的に表す表現と，作品などからそのよさや美しさなどを感じ
取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深める鑑賞の二つの
活動によって行われる。表現と鑑賞はそれぞれに独立して働くもの
ではなく，互いに働きかけたり，働きかけられたりしながら，一体
的に補い合って高まっていく活動である。



2 題材について

【鑑賞について】

昨年度改訂された日本文教出版の教科書 資料編「教科書検討の観点
から見た内容の特色」においては、「全ての題材において表現と鑑賞が
一体的に学習できるように配慮されている。」「『学習の進め方』では、
教科書を活用し、活動やめあてを確認し、表現と鑑賞を往還しながら教
科の目標に沿って学習を進めていく流れを、イラストとともに分かりや
すく示している。」と記載されている。
このことから、表現と鑑賞とが別々ではなく一体

として行われることを目指していることが分かる。
表現と鑑賞を一体的に行うようにするためには、授
業者が鑑賞の価値を子供と共有しないといけない。



2 題材について

【鑑賞について】
「対話型鑑賞」とは

京都芸術大学アート・コミュニケーション
研究センター共同研究者
春日美由紀氏による

美術教育オンライン連続セミナーでのスライド
から抜粋



2 題材について

【鑑賞について】
「対話型鑑賞」がもたらすもの

京都芸術大学アート・コミュニケーション
研究センター共同研究者
春日美由紀氏による

美術教育オンライン連続セミナーでのスライド
から抜粋



2 題材について

第５学年及び第６学年「Ｂ鑑賞」(1)ア

ア 親しみのある作品などを鑑賞する活動を通し
て，自分たちの作品，我が国や諸外国の親しみ
のある美術作品，生活の中の造形などの造形的
なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の
変化などについて，感じ取ったり考えたりし，
自分の見方や感じ方を深めること。



2 題材について

表現と鑑賞は本来一体であり，相互に関連して働き合うことで児童の資
質・能力を育成することができる。このことから「Ａ表現」及び「Ｂ鑑
賞」の指導については関連させて行うことを原則とすることを示してい
る。例えば，一つの題材において，造形活動と鑑賞活動とが往還するよ
うな学習過程を設定し，児童が表現したことを，自身で味わったり，友
人と交流したりすることにより，表現が深 まったり，広がったりするよ
うに配慮することが大切である。鑑賞の場面におい ても，表現と分けて
設定するのではなく，味わったことを試したり，表現に生か したりする
ことができるような学習過程を設定することが考えられる。ただし，指
導の効果を高めるため必要がある場合には，児童の関心や実態を十分考
慮した上で，全ての学年で，鑑賞を独立して扱うことができる。



2 題材について

【第5学年及び第6学年の目標】 ★学習指導要領より★

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに，
材料や用具を活用し，表し方などを工夫して，創造的につくったり，表したりすることができる
ようにする。

（2） 造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，造形的に発想や構想を
したり，親しみのある作品などから自分の見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

（3） 主体的に表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わうとともに，形や
色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。



2 題材について
学
年

日本文教出版 鑑賞
題材名

学
年

開隆堂出版 鑑賞
題材名

1 すきな かたちや いろ なあに 1 おしえて みんなの すきなもの

1 すきまちゃんの すきな すきま 2 たからものの ものがたり

1 さわりごこち はっけん 3 えっへん！わたしが主人公です

2 でこぼこ はっけん！ 4 自然の色 どんな色

2 であって 生まれる いろの せかい 5 わたしの町のひみつ 教えます

2 草花のおしゃべり 6 墨や筆の技 水墨画の世界へ

3 土をかんじて

3 お気に入りの葉

3 絵を見て話そう

4 見つけよう 感じよう 形と色のいい感じ

4 体でかんしょう



2 題材について

学
年

日本文教出版 立体に表す
題材名

4 写真をとったら見えてきた

5 感じたことを伝え合う

5 水から発見 ここきれい！

6 この筆あと、どんな空？

6 もようから 見つけて



県の図画工作部会の提案より

意欲を高めるための
「課題設定」

思いやイメージを
膨らませるための
「自他との対話」

意味や価値の自覚を促す
「振り返り」

2 題材について



題材を通した伸びの自覚
新たな表現・鑑賞への発展意欲

意欲を高めるための「課題設定」

思いやイメージを膨らませるための
「自他との対話」

意味や価値の自覚を促す
「振り返り」

〈題材目標の達成〉【研究構想図】

〈題材に対する自分の思いや願い〉



2 題材について
日本文教出版 5・6年下 ～もようから 見つけて～

○ 授業後に期待する子供の姿

伝統の中にある模様やデザインのよさや美しさを感じ取り、
それらを受け継ぎ、発展させていこうとする子供。

題材を通して、「何を子供に感じ取らせたいか」を
明確にしておく必要があります。子供の感性・発想を大切

にしながら、かつ、期待する姿に正しく向かっていけるような
手立てを考え、授業づくりをしなければなりません。
そのために手がかりとなるのは、学習指導要領や評価規準です。



2 題材について

○ 評価規準
知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

・ 伝統の文様に触れたり見たりするときの
感覚や行為を通して、動き、奥行き、バラン
ス、色の鮮やかさなどを理解している。
・ 表現方法に応じて版画の用具を活用す
るとともに、全学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したいことを工夫して
表している。

・ 動き、奥行き、バランス、色の鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、伝統の文様を鑑賞して感じたこと、想像
したこと、見たことから表したいことを見付け、形や色、構成
の美しさなどの感じなどを考えながら、どのように主題を表
すかについて考えている。
・ 動き、奥行き、バランス、色の鮮やかさなどを基に自分のイ
メージをもちながら、伝統の文様の造形的なよさや美しさ、
表現の意図や特徴などについて、感じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を深めている。

・ つくりだす喜びを味わい，主
体的に古くから生活の中で
親しまれてきた伝統の文様
のよさや美しさを味わう学習
活動に取り組もうとしている。



2 題材について

○ 評価規
準



3 いっしょにやってみましょう

目指す子どもの姿：伝統の中にある模様やデザインのよさや
美しさを感じ取り、それらを受け継ぎ、発展させていこう

とする子ども

題材構成：全4時間
〇第１時･･･････････さまざまな文様に出会い、その形の特徴やよさ

を感じ取る。自分のお気に入りの文様を選び、イメージを広げる。
〇第２時～第３時･･･簡単な版をつくる。（消しゴムはんこ）日本の
伝統色について知り、オリジナル文様を生かして模様をつくる。
〇第４時・・・・・・・・･･･オリジナル文様を表したり、鑑賞したりして、感
じたり考えたりしたことを話し合う。



【重点1】 意欲を高めるための「課題設定」

題材との出会わせ方の工夫

アートカード身の回りのもの
手拭い、扇子、茶碗、千代紙、包装紙…

QRコンテンツ

教師の作品例の提示

3 いっしょにやってみましょう



3 いっしょにやってみましょう

① 様々な文様に出会う！ → ワークシートⅠ＆Ⅱ



3 いっしょにやってみましょう

【今日使うもの】

・消しゴム版（消しゴムはんこ用 １００円SHOP）
・文様の図案
・彫刻刀
・デザインカッター
・インクパッド
・奉書紙



3 いっしょにやってみましょう

② オリジナル文様づくり！ → 消しゴムはんこで

◆文様を決める
◆紙に写す（鉛筆で）
◆消しゴムはんこに写す
◆彫る（彫刻刀 or デザインカッター）
◆インク（絵の具）を着け、
押して模様をつくる



3 いっしょにやってみましょう

② オリジナル文様づくり！ → 消しゴムはんこで

◆文様を決める

◆紙に写す（鉛筆で）

◆消しゴムはんこに写す



3 いっしょにやってみましょう

② オリジナル文様づくり！ → 消しゴムはんこで

◆彫る（彫刻刀 or デザインカッター）

版画と同じ考え方です。
彫ったところは白い紙（布）に押すので、白くなります。
線を彫るのか、面を彫るのか、決めて彫っていきましょう！



3 いっしょにやってみましょう

② オリジナル文様づくり！ → 消しゴムはんこで

◆インクを付けて、紙に押して模様をつくる

今日はインクパッドを使いますが、
子供たちは、自分でつくった色＝和の色（水彩絵の具）をメラ
ミンスポンジでつけていきました。グラデーションもできる！



3 いっしょにやってみましょう

③ 気が付いたことを 共有しましょう

◆ 子供がつまずきそうなところは？

◆ 有効な教師の手立ては？

◆ 子供は何を感じ取れるか？

◆ その他 感想など何でも！



アンケートのお願い

ご参加いただいた皆様の声を基に、今
後のワークショップをより充実させて
いきたいと考えております。
アンケートにご協力ください。忌憚の
ないご意見をどうぞよろしくお願いい
たします。



夏のワークショップのご案内



校内研修に
お役立てください



附属坂出小学校
公開授業のお知らせ

訂正版
６．１６

７月７日（月）⑤



Instagramのご案内
Please Follow Us！


